
少
女
が
発
案
し
た
意
匠
の
織
物

　

江
戸
時
代
、
ど
こ
の
家
に
も

江
戸
時
代
、
ど
こ
の
家
に
も
織お
り
ば
た

お
り
ば
た機

が

あ
り
、
一
家
の
着
物
は
ほ
と
ん
ど
が
手

あ
り
、
一
家
の
着
物
は
ほ
と
ん
ど
が
手

織
り
で
し
た
。
「
日
ば
た
」
と
い
っ
て
、

織
り
で
し
た
。
「
日
ば
た
」
と
い
っ
て
、

一
日
に
一
反
織
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一

一
日
に
一
反
織
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
一

人
前
の
時
代
。
天
明
８
（１
７
８
８
）
年
、

人
前
の
時
代
。
天
明
８
（１
７
８
８
）
年
、

久
留
米
絣
の
創
始
者

・
井
上
伝
が
生

久
留
米
絣
の
創
始
者

・
井
上
伝
が
生

ま
れ
ま
す
。
７
歳
頃
か
ら
木
綿
織
り
を

ま
れ
ま
す
。
７
歳
頃
か
ら
木
綿
織
り
を

始
め
、

始
め
、
1212
歳
頃
に
は
一
人
前
の
織
り
手

歳
頃
に
は
一
人
前
の
織
り
手

に
成
長
。
精
巧
な

に
成
長
。
精
巧
な
縞し
ま
し
ま

模
様
を
織
っ
て
は

模
様
を
織
っ
て
は

人
々
に
売
り
、
家
計
を
助
け
ま
す
。

人
々
に
売
り
、
家
計
を
助
け
ま
す
。

　

1414
歳
の
頃
に
は
、
数
十
人
も
の
弟
子

歳
の
頃
に
は
、
数
十
人
も
の
弟
子

を
抱
え
る
ほ
ど
に
。
あ
る
時
、
使
い
古

を
抱
え
る
ほ
ど
に
。
あ
る
時
、
使
い
古

し
た
着
物
に
色
落
ち
し
た
白
い
斑
点
が

し
た
着
物
に
色
落
ち
し
た
白
い
斑
点
が

あ
る
の
を
見
た
伝
は
、
興
味
を
覚
え
ま

あ
る
の
を
見
た
伝
は
、
興
味
を
覚
え
ま

す
。
着
物
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
木
綿
の
模

す
。
着
物
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
木
綿
の
模

様
を
調
べ
、
そ
の
通
り
に
糸
で
く
く
っ
た

様
を
調
べ
、
そ
の
通
り
に
糸
で
く
く
っ
た

原
糸
を
藍
で
染
め
、
乾
い
た
後
に
糸
を

原
糸
を
藍
で
染
め
、
乾
い
た
後
に
糸
を

ほ
ど
い
て
織
り
上
げ
ま
し
た
。
試
行
錯

ほ
ど
い
て
織
り
上
げ
ま
し
た
。
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
見
事
白
い
斑
点
が
布

誤
を
繰
り
返
し
、
見
事
白
い
斑
点
が
布

一
面
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
久
留
米

一
面
に
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
久
留
米

絣
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

絣
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
明
王

･

田
中
久
重
と
の
出
会
い

　

伝
の
織
物
は
、「あ
ら
れ
」
や
「雪
ふ
り
」

伝
の
織
物
は
、「あ
ら
れ
」
や
「雪
ふ
り
」

と
評
判
に
な
り
、
人
々
は
競
っ
て
買
い
求

と
評
判
に
な
り
、
人
々
は
競
っ
て
買
い
求

め
ま
し
た
。
絵
模
様
を
織
り
た
い
と
考

め
ま
し
た
。
絵
模
様
を
織
り
た
い
と
考

え
た
伝
は
、
近
く
に
住
む
田
中
久
重
に

え
た
伝
は
、
近
く
に
住
む
田
中
久
重
に

相
談
。
天
才
的
な
発
明
で

「
か
ら
く
り

相
談
。
天
才
的
な
発
明
で

「
か
ら
く
り

儀
右
衛
門
」
と
呼
ば
れ
た
久
重
は
、
織

儀
右
衛
門
」
と
呼
ば
れ
た
久
重
は
、
織

り
や
織
機
に
工
夫
を
加
え
、
品
質
と
技

り
や
織
機
に
工
夫
を
加
え
、
品
質
と
技

術
の
向
上
を
図
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
久
重

術
の
向
上
を
図
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
久
重

の
手
記
に
は
、文
化

の
手
記
に
は
、文
化
1010
（１
８
１
３
）年
「絵

（１
８
１
３
）年
「絵

が
す
り
の
発
明
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

が
す
り
の
発
明
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
の
弟
子
は
、

伝
の
弟
子
は
、
1
０
０
０
人
を
超
え
、

０
０
０
人
を
超
え
、

そ
の
技
術
は
藩
領
全
体
に
広
が
り
ま
す
。

そ
の
技
術
は
藩
領
全
体
に
広
が
り
ま
す
。

元
治
元
（１
８
６
４
）
年
、久
留
米
藩
は
、

元
治
元
（１
８
６
４
）
年
、久
留
米
藩
は
、

絣
を

「
国
産
品
」
に
指
定
し
、
藩
外
の

絣
を

「
国
産
品
」
に
指
定
し
、
藩
外
の

流
出
に
は
税
を
か
け
ま
す
。
一
人
の
少

流
出
に
は
税
を
か
け
ま
す
。
一
人
の
少

女
が
発
明
し
た
久
留
米
絣
は
、
藩
の
経

女
が
発
明
し
た
久
留
米
絣
は
、
藩
の
経

済
を
支
え
、
久
留
米
を
代
表
す
る
伝
統

済
を
支
え
、
久
留
米
を
代
表
す
る
伝
統

産
業
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

産
業
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

問
文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

文
化
財
保
護
課

（
☎
０
９
４
２
・
３

０
・
９
２
２
５
、

０
・
９
２
２
５
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・

０
９
４
２
・
３
０
・

９
７
１
４
）

９
７
１
４
）

久留米入城400年モノ語り12久留米入城400年モノ語り12
シリーズ

藩
の
国
産
品
「
久く

る

め

留
米
絣

か

す

り

」

は今回のモノ語

りと関わる藩主

▶井上伝復元

絣「十八文様」

（久留米絣技術

保存会所蔵）

久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

▲久留米絣始祖機織の図（久留米絣技術保存

会所蔵）

◀ 10 月 7 日㈭から 10 日㈰まで、

アクロス福岡で開催。久留米絣の伝

統の技を紹介。明治から現代までの

着物や絣布団地等の名品約 80点を

展示


